
復興道路におけるＲＣ床版の品質確保、復興道路におけるＲＣ床版の品質確保、復興道路におけるＲＣ床版の品質確保、復興道路におけるＲＣ床版の品質確保、

高耐久化の取り組み高耐久化の取り組み高耐久化の取り組み高耐久化の取り組み

平成２８年８月２２日平成２８年８月２２日平成２８年８月２２日平成２８年８月２２日

東北地方整備局東北地方整備局東北地方整備局東北地方整備局

佐藤佐藤佐藤佐藤 和徳和徳和徳和徳

前前前前 南三陸国道事務所長南三陸国道事務所長南三陸国道事務所長南三陸国道事務所長

現現現現 地方事業評価管理官地方事業評価管理官地方事業評価管理官地方事業評価管理官

本日のプレゼンテーション本日のプレゼンテーション本日のプレゼンテーション本日のプレゼンテーション

１．南三陸国道事務所とは１．南三陸国道事務所とは１．南三陸国道事務所とは１．南三陸国道事務所とは

２．復興道路・復興支援道路とは２．復興道路・復興支援道路とは２．復興道路・復興支援道路とは２．復興道路・復興支援道路とは

３．東北地方の道路橋のコンクリート床版では３．東北地方の道路橋のコンクリート床版では３．東北地方の道路橋のコンクリート床版では３．東北地方の道路橋のコンクリート床版では

何が起きているのか？何が起きているのか？何が起きているのか？何が起きているのか？

４．東北地方のコンクリート床版の劣化対策４．東北地方のコンクリート床版の劣化対策４．東北地方のコンクリート床版の劣化対策４．東北地方のコンクリート床版の劣化対策

５．高耐久床版の試験施工の例５．高耐久床版の試験施工の例５．高耐久床版の試験施工の例５．高耐久床版の試験施工の例

６．高耐久床版の実施工の例６．高耐久床版の実施工の例６．高耐久床版の実施工の例６．高耐久床版の実施工の例



１．南三陸国道事務所とは

東日本大震災からの早期復興を行うため、

復興道路、復興支援道路の建設のために

平成24年4月に岩手県釜石市に設置

平成平成平成平成28年度年度年度年度当初予算当初予算当初予算当初予算 388億億億億円円円円

職員職員職員職員41名名名名（うち他地整からの（うち他地整からの（うち他地整からの（うち他地整からの応援応援応援応援4名名名名、、、、

PPP3チーム、委託職員など合計約チーム、委託職員など合計約チーム、委託職員など合計約チーム、委託職員など合計約100名）名）名）名）

２．復興道路・復興⽀援道路とは
復興道路復興道路復興道路復興道路・・・・復興支援道路復興支援道路復興支援道路復興支援道路のののの整備状況整備状況整備状況整備状況 H26.4.1 現在

路線名 全延長 供用中 事業中

うちH23

事業化

三陸沿岸道路 ３５９km １５２km ２０７km １４８km

うち岩手県 ２１３km ６１ｋm １５２km １２２km

うち

南三陸国道管内

７４km ３０km ４４km ２２km

宮古盛岡横断道路 １００km ８km ５８km ４８km

うち岩手県 １００km ８km ５８km ４８km

うち

南三陸国道管内

－ － － －

釜石花巻道路 ８０km ５４km ２６km １７km

うち岩手県 ８０km ５４km ２６km １７km

うち

南三陸国道管内

２４km １８km ６km ６km

合 計

５３９km ２１４km ２９１km ２１３km

うち岩手県

３９３km １２３km ２３６km １８７km

うち

南三陸国道管内

９８km ４８km ５０ｋm ２８km



復興道路・復興⽀援道路 南三陸国道事務所の担当区間

■三陸沿岸道路

•県境～陸前高田 8.0km

•高田道路 7.5km（内7.5km

開通）

•吉浜道路 3.6km（内3.6km

•開通）

•吉浜釜石道路 14.0km

•釜石山田道路 23.0km（内4.6km

開通）

■東北横断自動車道釜石秋田線

（釜石花巻道路）

•釜石道路 6.0km

4444課課課課41414141名＋名＋名＋名＋PPP3PPP3PPP3PPP3工区体制で、工区体制で、工区体制で、工区体制で、

6666区間延長約区間延長約区間延長約区間延長約50505050㎞㎞㎞㎞の改築事業をの改築事業をの改築事業をの改築事業を

担当担当担当担当

ＨＨＨＨ２８年度２８年度２８年度２８年度当初予算当初予算当初予算当初予算 ３８８億円３８８億円３８８億円３８８億円

３、東北地方の道路橋のコンクリート床版では３、東北地方の道路橋のコンクリート床版では３、東北地方の道路橋のコンクリート床版では３、東北地方の道路橋のコンクリート床版では

何が起きているのか？何が起きているのか？何が起きているのか？何が起きているのか？



床版は４橋に１橋が５年以内に補修が必要床版は４橋に１橋が５年以内に補修が必要床版は４橋に１橋が５年以内に補修が必要床版は４橋に１橋が５年以内に補修が必要

A：：：：健全健全健全健全, 6%

B：補修が必要（：補修が必要（：補修が必要（：補修が必要（10年年年年

以内）以内）以内）以内）, 66%

C：速やかに補修が：速やかに補修が：速やかに補修が：速やかに補修が

必要（必要（必要（必要（5年以内）年以内）年以内）年以内）, 

26%

その他その他その他その他, 2%

A：：：：健全健全健全健全 B：補修が必要（：補修が必要（：補修が必要（：補修が必要（10年以内）年以内）年以内）年以内） C：速やかに補修が必要（：速やかに補修が必要（：速やかに補修が必要（：速やかに補修が必要（5年以内）年以内）年以内）年以内） その他その他その他その他

対象対象対象対象：東北地整管内鋼橋１３２２橋。（：東北地整管内鋼橋１３２２橋。（：東北地整管内鋼橋１３２２橋。（：東北地整管内鋼橋１３２２橋。（平成平成平成平成26年年年年4月月月月1日現在）日現在）日現在）日現在）

厳しい気象環境、供用環境厳しい気象環境、供用環境厳しい気象環境、供用環境厳しい気象環境、供用環境

○○○○平均散布量は平均散布量は平均散布量は平均散布量は

約１０トン／ｋｍ／年約１０トン／ｋｍ／年約１０トン／ｋｍ／年約１０トン／ｋｍ／年

○峠部及び日本海側では○峠部及び日本海側では○峠部及び日本海側では○峠部及び日本海側では

３０トン／ｋｍ／年３０トン／ｋｍ／年３０トン／ｋｍ／年３０トン／ｋｍ／年 超超超超

○Ｈ５スパイクタイヤ禁止以降に○Ｈ５スパイクタイヤ禁止以降に○Ｈ５スパイクタイヤ禁止以降に○Ｈ５スパイクタイヤ禁止以降に

散布量は増加散布量は増加散布量は増加散布量は増加

○凍結しやすい橋梁部は○凍結しやすい橋梁部は○凍結しやすい橋梁部は○凍結しやすい橋梁部は

重点散布区間重点散布区間重点散布区間重点散布区間

○○○○凍結防止剤凍結防止剤凍結防止剤凍結防止剤による塩害による塩害による塩害による塩害とととと

積雪・寒冷による凍害積雪・寒冷による凍害積雪・寒冷による凍害積雪・寒冷による凍害が発生が発生が発生が発生

○橋梁など構造物には過酷な環境○橋梁など構造物には過酷な環境○橋梁など構造物には過酷な環境○橋梁など構造物には過酷な環境



高架橋の路肩の堆雪状況高架橋の路肩の堆雪状況高架橋の路肩の堆雪状況高架橋の路肩の堆雪状況

路肩部分に除雪による堆雪が発生路肩部分に除雪による堆雪が発生路肩部分に除雪による堆雪が発生路肩部分に除雪による堆雪が発生

路肩の堆雪がとけた状態路肩の堆雪がとけた状態路肩の堆雪がとけた状態路肩の堆雪がとけた状態

赤○赤○赤○赤○のののの部分は凍結防止剤による塩分の結晶部分は凍結防止剤による塩分の結晶部分は凍結防止剤による塩分の結晶部分は凍結防止剤による塩分の結晶



歩道下の床版のひび割れ・漏水（歩道は防水工なし）歩道下の床版のひび割れ・漏水（歩道は防水工なし）歩道下の床版のひび割れ・漏水（歩道は防水工なし）歩道下の床版のひび割れ・漏水（歩道は防水工なし）

遊離石灰が遊離石灰が遊離石灰が遊離石灰がつららつららつららつらら状になって状になって状になって状になっている。現行基準は歩道も防水工置。いる。現行基準は歩道も防水工置。いる。現行基準は歩道も防水工置。いる。現行基準は歩道も防水工置。

ひび割れ対策は適切だったのか？ひび割れ対策は適切だったのか？ひび割れ対策は適切だったのか？ひび割れ対策は適切だったのか？

車道下の床版のひび割れ（防水工あり）車道下の床版のひび割れ（防水工あり）車道下の床版のひび割れ（防水工あり）車道下の床版のひび割れ（防水工あり）

既に幅０．１～０．２ｍｍのひび割れが発生。若材齢で舗装機械などを載せたか？既に幅０．１～０．２ｍｍのひび割れが発生。若材齢で舗装機械などを載せたか？既に幅０．１～０．２ｍｍのひび割れが発生。若材齢で舗装機械などを載せたか？既に幅０．１～０．２ｍｍのひび割れが発生。若材齢で舗装機械などを載せたか？

ひび割れにひび割れにひび割れにひび割れに対する配慮が適切だったか？対する配慮が適切だったか？対する配慮が適切だったか？対する配慮が適切だったか？

0.2
0.1

0.2

0.1

0.1
0.1



ＲＣ床版の漏水を伴うひび割れＲＣ床版の漏水を伴うひび割れＲＣ床版の漏水を伴うひび割れＲＣ床版の漏水を伴うひび割れ

凍結防止剤含みの漏水により床版が塩漬けになっている凍結防止剤含みの漏水により床版が塩漬けになっている凍結防止剤含みの漏水により床版が塩漬けになっている凍結防止剤含みの漏水により床版が塩漬けになっている

床版からの漏水で主桁が腐食床版からの漏水で主桁が腐食床版からの漏水で主桁が腐食床版からの漏水で主桁が腐食

床版ひびわれからの漏水・遊離石灰床版ひびわれからの漏水・遊離石灰床版ひびわれからの漏水・遊離石灰床版ひびわれからの漏水・遊離石灰

漏水の影響で腐食した主桁漏水の影響で腐食した主桁漏水の影響で腐食した主桁漏水の影響で腐食した主桁

供用して１６年供用して１６年供用して１６年供用して１６年。床版からの漏水。床版からの漏水。床版からの漏水。床版からの漏水の影響で局部的に腐食が発生。の影響で局部的に腐食が発生。の影響で局部的に腐食が発生。の影響で局部的に腐食が発生。



排水管まわりの漏水・遊離石灰排水管まわりの漏水・遊離石灰排水管まわりの漏水・遊離石灰排水管まわりの漏水・遊離石灰

コンクリート床版内部の鉄筋の腐食コンクリート床版内部の鉄筋の腐食コンクリート床版内部の鉄筋の腐食コンクリート床版内部の鉄筋の腐食

鉄筋が腐食している範囲鉄筋が腐食している範囲鉄筋が腐食している範囲鉄筋が腐食している範囲



桁の凍害の例（山形県小国町）桁の凍害の例（山形県小国町）桁の凍害の例（山形県小国町）桁の凍害の例（山形県小国町）

凍結融解の繰り返しでコンクリートがボロボロになっている。凍結融解の繰り返しでコンクリートがボロボロになっている。凍結融解の繰り返しでコンクリートがボロボロになっている。凍結融解の繰り返しでコンクリートがボロボロになっている。

桁端部だけに発生したひび割れ桁端部だけに発生したひび割れ桁端部だけに発生したひび割れ桁端部だけに発生したひび割れ

桁端部の漏水の影響範囲に発生したひび割れ。桁端部の漏水の影響範囲に発生したひび割れ。桁端部の漏水の影響範囲に発生したひび割れ。桁端部の漏水の影響範囲に発生したひび割れ。

橋梁点検でも橋梁点検でも橋梁点検でも橋梁点検でもアルカリシリカ反応アルカリシリカ反応アルカリシリカ反応アルカリシリカ反応の疑いの疑いの疑いの疑い



ＡＳＲ反応性判定試験（ＳＳＷコンクリートバー法）ＡＳＲ反応性判定試験（ＳＳＷコンクリートバー法）ＡＳＲ反応性判定試験（ＳＳＷコンクリートバー法）ＡＳＲ反応性判定試験（ＳＳＷコンクリートバー法）
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率

膨

張

率

膨

張

率

膨

張

率

（

％

）

測定材齢（月）測定材齢（月）測定材齢（月）測定材齢（月）

（反応性あり）（反応性あり）（反応性あり）（反応性あり）

（反応性なし）（反応性なし）（反応性なし）（反応性なし）

凡例・・・凡例・・・凡例・・・凡例・・・ Ｎ：普通セメントＮ：普通セメントＮ：普通セメントＮ：普通セメント Ｅ：膨張剤Ｅ：膨張剤Ｅ：膨張剤Ｅ：膨張剤 Ｆ：フライアッシュＦ：フライアッシュＦ：フライアッシュＦ：フライアッシュ ＢＢ：高炉セメントＢＢ：高炉セメントＢＢ：高炉セメントＢＢ：高炉セメント

従来の配合では従来の配合では従来の配合では従来の配合では

膨張する場合がある膨張する場合がある膨張する場合がある膨張する場合がある

対策をすれば対策をすれば対策をすれば対策をすれば

膨張しない膨張しない膨張しない膨張しない

段階①段階①段階①段階①

段階③段階③段階③段階③

段階②段階②段階②段階②

段階④段階④段階④段階④

段階⑤段階⑤段階⑤段階⑤

段階⑥段階⑥段階⑥段階⑥

劣劣劣劣

化化化化

過過過過

程程程程

対対対対

策策策策

費費費費

小小小小

大大大大

そう設計していたはずだけど・・・そう設計していたはずだけど・・・そう設計していたはずだけど・・・そう設計していたはずだけど・・・

設計想定では設計想定では設計想定では設計想定ではコンクリート床版はコンクリート床版はコンクリート床版はコンクリート床版は

交通荷重の繰り返しを受けて壊れる交通荷重の繰り返しを受けて壊れる交通荷重の繰り返しを受けて壊れる交通荷重の繰り返しを受けて壊れる

②一方向にひび割れが発生②一方向にひび割れが発生②一方向にひび割れが発生②一方向にひび割れが発生

①ひび割れ無し①ひび割れ無し①ひび割れ無し①ひび割れ無し

③二方向にひび割れが発生③二方向にひび割れが発生③二方向にひび割れが発生③二方向にひび割れが発生

④ひび割れの密度が上昇④ひび割れの密度が上昇④ひび割れの密度が上昇④ひび割れの密度が上昇

⑤床版が抜け落ちる⑤床版が抜け落ちる⑤床版が抜け落ちる⑤床版が抜け落ちる



疲労破壊した床版の例疲労破壊した床版の例疲労破壊した床版の例疲労破壊した床版の例

押し抜きせん断破壊交通量約２万４千台押し抜きせん断破壊交通量約２万４千台押し抜きせん断破壊交通量約２万４千台押し抜きせん断破壊交通量約２万４千台/日日日日

昭和昭和昭和昭和39年道路橋示方書年道路橋示方書年道路橋示方書年道路橋示方書 供用後４５年供用後４５年供用後４５年供用後４５年

床版床版床版床版の新たな劣化の新たな劣化の新たな劣化の新たな劣化形態形態形態形態 砂利化砂利化砂利化砂利化

舗装から土砂が噴出している箇所の舗装から土砂が噴出している箇所の舗装から土砂が噴出している箇所の舗装から土砂が噴出している箇所の

床版の状態、コンクリート床版の状態、コンクリート床版の状態、コンクリート床版の状態、コンクリートの砂利化の砂利化の砂利化の砂利化、鋼材腐食、鋼材腐食、鋼材腐食、鋼材腐食

塩害、凍害、ＡＳＲ及び交通荷重による疲労の複合劣化？塩害、凍害、ＡＳＲ及び交通荷重による疲労の複合劣化？塩害、凍害、ＡＳＲ及び交通荷重による疲労の複合劣化？塩害、凍害、ＡＳＲ及び交通荷重による疲労の複合劣化？

交通量約１万２千台交通量約１万２千台交通量約１万２千台交通量約１万２千台/日日日日 昭和昭和昭和昭和47年示方書年示方書年示方書年示方書 供用後３６年供用後３６年供用後３６年供用後３６年



東北地方の床版は砂利化で壊れる東北地方の床版は砂利化で壊れる東北地方の床版は砂利化で壊れる東北地方の床版は砂利化で壊れる

橋梁名橋梁名橋梁名橋梁名 劣化形態劣化形態劣化形態劣化形態 交通量（台／日）交通量（台／日）交通量（台／日）交通量（台／日） 供用後年数供用後年数供用後年数供用後年数

橋梁１橋梁１橋梁１橋梁１ 交通荷重による疲労交通荷重による疲労交通荷重による疲労交通荷重による疲労 約２４、０００台約２４、０００台約２４、０００台約２４、０００台 ４５年４５年４５年４５年

橋梁２橋梁２橋梁２橋梁２ 砂利化砂利化砂利化砂利化 約１２、０００台約１２、０００台約１２、０００台約１２、０００台 ３６年３６年３６年３６年

橋梁３橋梁３橋梁３橋梁３ 砂利化砂利化砂利化砂利化 約約約約 ８、０００台８、０００台８、０００台８、０００台 ４２年４２年４２年４２年

橋梁４橋梁４橋梁４橋梁４ 砂利化砂利化砂利化砂利化 約約約約 ９、０００台９、０００台９、０００台９、０００台 ３５年３５年３５年３５年

橋梁５橋梁５橋梁５橋梁５ 砂利化の疑い砂利化の疑い砂利化の疑い砂利化の疑い 約１６、０００台約１６、０００台約１６、０００台約１６、０００台 ３６年３６年３６年３６年

交通荷重による疲労で壊れた橋梁よりも短い期間交通荷重による疲労で壊れた橋梁よりも短い期間交通荷重による疲労で壊れた橋梁よりも短い期間交通荷重による疲労で壊れた橋梁よりも短い期間でででで

砂利化砂利化砂利化砂利化で壊れるで壊れるで壊れるで壊れる

では、砂利化はなぜ起こるのか？では、砂利化はなぜ起こるのか？では、砂利化はなぜ起こるのか？では、砂利化はなぜ起こるのか？

手掛かり手掛かり手掛かり手掛かり 水平ひび割れと走行軌跡に沿ったうき水平ひび割れと走行軌跡に沿ったうき水平ひび割れと走行軌跡に沿ったうき水平ひび割れと走行軌跡に沿ったうき

床版の水平ひび割れ床版の水平ひび割れ床版の水平ひび割れ床版の水平ひび割れ 床版のうき床版のうき床版のうき床版のうき

上縁鉄筋からＲＣ床版上面に向かうひび割れ。上縁鉄筋からＲＣ床版上面に向かうひび割れ。上縁鉄筋からＲＣ床版上面に向かうひび割れ。上縁鉄筋からＲＣ床版上面に向かうひび割れ。

ひび割れの上部コンクリートはうきとなっている。ひび割れの上部コンクリートはうきとなっている。ひび割れの上部コンクリートはうきとなっている。ひび割れの上部コンクリートはうきとなっている。

ＲＣ床版のうきを撤去した状況ＲＣ床版のうきを撤去した状況ＲＣ床版のうきを撤去した状況ＲＣ床版のうきを撤去した状況

走行軌跡に沿ってうきが発生している走行軌跡に沿ってうきが発生している走行軌跡に沿ってうきが発生している走行軌跡に沿ってうきが発生している

鉄筋は腐食が始まっている鉄筋は腐食が始まっている鉄筋は腐食が始まっている鉄筋は腐食が始まっている



砂利化の推定メカニズム砂利化の推定メカニズム砂利化の推定メカニズム砂利化の推定メカニズム

水平ひび割れから入った塩分混じりの路面水平ひび割れから入った塩分混じりの路面水平ひび割れから入った塩分混じりの路面水平ひび割れから入った塩分混じりの路面排水が、水平排水が、水平排水が、水平排水が、水平

ひび割れ上部のコンクリート塊ひび割れ上部のコンクリート塊ひび割れ上部のコンクリート塊ひび割れ上部のコンクリート塊を、塩害を、塩害を、塩害を、塩害や凍害、塩分環境や凍害、塩分環境や凍害、塩分環境や凍害、塩分環境

下のＡＳＲで下のＡＳＲで下のＡＳＲで下のＡＳＲで脆弱化させ、脆弱化させ、脆弱化させ、脆弱化させ、そこに交通荷重の繰り返しをそこに交通荷重の繰り返しをそこに交通荷重の繰り返しをそこに交通荷重の繰り返しを受受受受

けて砂利化けて砂利化けて砂利化けて砂利化が発生が発生が発生が発生 （資料提供：日本大学（資料提供：日本大学（資料提供：日本大学（資料提供：日本大学 岩城岩城岩城岩城 一郎教授）一郎教授）一郎教授）一郎教授）

砂利砂利砂利砂利化化化化

４．東北地方のコンクリート床版の劣化対策４．東北地方のコンクリート床版の劣化対策４．東北地方のコンクリート床版の劣化対策４．東北地方のコンクリート床版の劣化対策

現状は交通荷重による疲労破壊よりも前現状は交通荷重による疲労破壊よりも前現状は交通荷重による疲労破壊よりも前現状は交通荷重による疲労破壊よりも前に砂利化に砂利化に砂利化に砂利化がががが発生発生発生発生

砂利化の対策なしには、床版の耐久性確保はなしえない砂利化の対策なしには、床版の耐久性確保はなしえない砂利化の対策なしには、床版の耐久性確保はなしえない砂利化の対策なしには、床版の耐久性確保はなしえない

①①①①緻密緻密緻密緻密なコンクリートなコンクリートなコンクリートなコンクリートのののの使用使用使用使用

②②②②ひび割れひび割れひび割れひび割れのののの抑制抑制抑制抑制

③③③③凍害凍害凍害凍害をををを防止防止防止防止

④④④④塩害塩害塩害塩害を防止を防止を防止を防止

⑤塩分環境下の⑤塩分環境下の⑤塩分環境下の⑤塩分環境下のＡＳＲＡＳＲＡＳＲＡＳＲをををを防止防止防止防止

高耐久床版の実現高耐久床版の実現高耐久床版の実現高耐久床版の実現



コンクリート床版の多重防護の考え方コンクリート床版の多重防護の考え方コンクリート床版の多重防護の考え方コンクリート床版の多重防護の考え方

水 結 合 材 比水 結 合 材 比水 結 合 材 比水 結 合 材 比 のののの 低 減低 減低 減低 減 ●●●●

フライアッシュのフライアッシュのフライアッシュのフライアッシュの使用使用使用使用 ●●●●

＋＋＋＋長期封長期封長期封長期封かんかんかんかん養生養生養生養生

膨 張 材膨 張 材膨 張 材膨 張 材 のののの 使 用使 用使 用使 用 ●●●●

（（（（ひびひびひびひび割割割割れれれれ抑制抑制抑制抑制））））

防 錆 鋼 材防 錆 鋼 材防 錆 鋼 材防 錆 鋼 材 のののの 使 用使 用使 用使 用 ●●●●

十分十分十分十分ななななｴﾝﾄﾚｲﾝﾄ ﾞｴｱｴﾝﾄﾚｲﾝﾄ ﾞｴｱｴﾝﾄﾚｲﾝﾄ ﾞｴｱｴﾝﾄﾚｲﾝﾄ ﾞｴｱ●●●●

（（（（空気量空気量空気量空気量6%6%6%6%））））

塩分環境下塩分環境下塩分環境下塩分環境下でのでのでのでの骨材骨材骨材骨材のののの ●●●●

反応性確認反応性確認反応性確認反応性確認

●●●● 凍凍凍凍 害害害害

●●●● 塩塩塩塩 害害害害

●●●● AAAA SSSS RRRR

●●●● 疲疲疲疲 労労労労

対策 劣化

東北地方における高耐久床版の基本仕様（案）東北地方における高耐久床版の基本仕様（案）東北地方における高耐久床版の基本仕様（案）東北地方における高耐久床版の基本仕様（案）

緻密性向上緻密性向上緻密性向上緻密性向上 → ＷＷＷＷ／Ｂ（水結合材比）は４５％／Ｂ（水結合材比）は４５％／Ｂ（水結合材比）は４５％／Ｂ（水結合材比）は４５％程度程度程度程度

ひび割れ抑制ひび割れ抑制ひび割れ抑制ひび割れ抑制 → 膨張剤膨張剤膨張剤膨張剤のののの使用使用使用使用

凍害対策凍害対策凍害対策凍害対策 → 空気量空気量空気量空気量の目標値はの目標値はの目標値はの目標値は４．５％～６％４．５％～６％４．５％～６％４．５％～６％程度程度程度程度

塩害対策塩害対策塩害対策塩害対策 → 鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋は防錆仕様（エポキシ樹脂塗装鉄筋）は防錆仕様（エポキシ樹脂塗装鉄筋）は防錆仕様（エポキシ樹脂塗装鉄筋）は防錆仕様（エポキシ樹脂塗装鉄筋）

ＡＳＲ対策ＡＳＲ対策ＡＳＲ対策ＡＳＲ対策 → フライアッシュフライアッシュフライアッシュフライアッシュ床版または高炉スラグ床版の床版または高炉スラグ床版の床版または高炉スラグ床版の床版または高炉スラグ床版の採用採用採用採用

防水工に頼らず、床版本体を高耐久化防水工に頼らず、床版本体を高耐久化防水工に頼らず、床版本体を高耐久化防水工に頼らず、床版本体を高耐久化



橋梁全体に占める床版のコストアップ分は約６％橋梁全体に占める床版のコストアップ分は約６％橋梁全体に占める床版のコストアップ分は約６％橋梁全体に占める床版のコストアップ分は約６％
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下部工費下部工費下部工費下部工費 鋼上部工費鋼上部工費鋼上部工費鋼上部工費 床版費床版費床版費床版費

129,300 136,800

(1.00) (1.06)

注１）ＲＣ床版とは通常仕様。ＦＡ床版とは鉄筋は防錆仕様、コンクリートはフライアッシュ混入、膨張剤入り注１）ＲＣ床版とは通常仕様。ＦＡ床版とは鉄筋は防錆仕様、コンクリートはフライアッシュ混入、膨張剤入り注１）ＲＣ床版とは通常仕様。ＦＡ床版とは鉄筋は防錆仕様、コンクリートはフライアッシュ混入、膨張剤入り注１）ＲＣ床版とは通常仕様。ＦＡ床版とは鉄筋は防錆仕様、コンクリートはフライアッシュ混入、膨張剤入り

注２）コストは全て直接工事費である注２）コストは全て直接工事費である注２）コストは全て直接工事費である注２）コストは全て直接工事費である

注３）労務単価は全て平成２６年度単価としている注３）労務単価は全て平成２６年度単価としている注３）労務単価は全て平成２６年度単価としている注３）労務単価は全て平成２６年度単価としている
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床版単体で比較すると約２６％コストアップ床版単体で比較すると約２６％コストアップ床版単体で比較すると約２６％コストアップ床版単体で比較すると約２６％コストアップ

しかし、砂利化による打替えコストは約４倍しかし、砂利化による打替えコストは約４倍しかし、砂利化による打替えコストは約４倍しかし、砂利化による打替えコストは約４倍
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撤去費

設置費

（（（（1.001.001.001.00））））

（（（（4.114.114.114.11））））

合計 117,200

（（（（1.261.261.261.26））））

注注注注１１１１）ＲＣ床版は通常仕様。ＦＡ床版とはエポキシ樹脂鉄筋、コンクリートはフライアッシュ、膨張剤入り。）ＲＣ床版は通常仕様。ＦＡ床版とはエポキシ樹脂鉄筋、コンクリートはフライアッシュ、膨張剤入り。）ＲＣ床版は通常仕様。ＦＡ床版とはエポキシ樹脂鉄筋、コンクリートはフライアッシュ、膨張剤入り。）ＲＣ床版は通常仕様。ＦＡ床版とはエポキシ樹脂鉄筋、コンクリートはフライアッシュ、膨張剤入り。

注２）床版のコストは直接工事費である。注２）床版のコストは直接工事費である。注２）床版のコストは直接工事費である。注２）床版のコストは直接工事費である。

注３）設置費には、型枠、鉄筋、コンクリート、足場が含まれる。打替えＰＣ床版の設置費は、ＰＣ床版、間詰めコン、鉄筋、型枠、足場が含まれる。注３）設置費には、型枠、鉄筋、コンクリート、足場が含まれる。打替えＰＣ床版の設置費は、ＰＣ床版、間詰めコン、鉄筋、型枠、足場が含まれる。注３）設置費には、型枠、鉄筋、コンクリート、足場が含まれる。打替えＰＣ床版の設置費は、ＰＣ床版、間詰めコン、鉄筋、型枠、足場が含まれる。注３）設置費には、型枠、鉄筋、コンクリート、足場が含まれる。打替えＰＣ床版の設置費は、ＰＣ床版、間詰めコン、鉄筋、型枠、足場が含まれる。

注４）撤去費には、既設床版撤去が含まれる。（舗装版撤去や地覆・高欄、照明灯、伸縮装置等付属物の撤去復旧は含まれない。また、交通規制注４）撤去費には、既設床版撤去が含まれる。（舗装版撤去や地覆・高欄、照明灯、伸縮装置等付属物の撤去復旧は含まれない。また、交通規制注４）撤去費には、既設床版撤去が含まれる。（舗装版撤去や地覆・高欄、照明灯、伸縮装置等付属物の撤去復旧は含まれない。また、交通規制注４）撤去費には、既設床版撤去が含まれる。（舗装版撤去や地覆・高欄、照明灯、伸縮装置等付属物の撤去復旧は含まれない。また、交通規制

に伴う交通誘導員も含まれない。）に伴う交通誘導員も含まれない。）に伴う交通誘導員も含まれない。）に伴う交通誘導員も含まれない。）



東北地方におけるＲＣ床版の耐久性確保の手引き（案）東北地方におけるＲＣ床版の耐久性確保の手引き（案）東北地方におけるＲＣ床版の耐久性確保の手引き（案）東北地方におけるＲＣ床版の耐久性確保の手引き（案）

東北地方における 

ＲＣ床版の耐久性確保の手引き(案) 

平成２８年３月 

南三陸国道事務所 

２０１６．４．６版 ２０１６．４．６版 ２０１６．４．６版 ２０１６．４．６版 

- 1 - 

１章 東北地方のＲＣ床版の目指すべき方向（案）１章 東北地方のＲＣ床版の目指すべき方向（案）１章 東北地方のＲＣ床版の目指すべき方向（案）１章 東北地方のＲＣ床版の目指すべき方向（案）

１．東北地方のＲＣ床版の目指すべき方向

ＲＣ床版は、想定通りの疲労損傷過程を経るようにしなければならない。そのため

には、東北地方の自然環境、供用環境による劣化が生じないように設計、施工、維持

管理を行わなければならない。

【解説】

１）疲労破壊よりも先に土砂化が発生

従来から、ＲＣ床版は活荷重による疲労で破壊すると言われてきた（図１－①参照）。

東北地方のＲＣ床版でも活荷重の影響により、床版下面に二方向ひび割れが発生したり 

（写真１－①参照）、押抜きせん断破壊を起こした事例もある（写真１－②参照）。

写真１－① ＲＣ床版の二方向ひび割れ 

図１－① ＲＣ床版の疲労損傷過程

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

南三陸国道事務所の床版の試行工事専用の手引き

５．高耐久床版の試験施工の例５．高耐久床版の試験施工の例５．高耐久床版の試験施工の例５．高耐久床版の試験施工の例



圧送試験の例圧送試験の例圧送試験の例圧送試験の例

ポンプ車ポンプ車ポンプ車ポンプ車

試験施工場所試験施工場所試験施工場所試験施工場所

圧送高さ約３５ｍのため水平換算延長２００ｍの圧送試験を実施圧送高さ約３５ｍのため水平換算延長２００ｍの圧送試験を実施圧送高さ約３５ｍのため水平換算延長２００ｍの圧送試験を実施圧送高さ約３５ｍのため水平換算延長２００ｍの圧送試験を実施

圧送試験による空気量の保持状況圧送試験による空気量の保持状況圧送試験による空気量の保持状況圧送試験による空気量の保持状況
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模擬床版の試験施工の例模擬床版の試験施工の例模擬床版の試験施工の例模擬床版の試験施工の例

配筋が終わった模擬配筋が終わった模擬配筋が終わった模擬配筋が終わった模擬床版。床版内に歪みゲージもセット。床版。床版内に歪みゲージもセット。床版。床版内に歪みゲージもセット。床版。床版内に歪みゲージもセット。

模擬床版の試験施工の例模擬床版の試験施工の例模擬床版の試験施工の例模擬床版の試験施工の例

施工性の確認試験施工性の確認試験施工性の確認試験施工性の確認試験



模擬床版の試験施工の例模擬床版の試験施工の例模擬床版の試験施工の例模擬床版の試験施工の例

バイブレータによるバイブレータによるバイブレータによるバイブレータによる振動締固め振動締固め振動締固め振動締固め状況の確認状況の確認状況の確認状況の確認

模擬床版の試験施工の例模擬床版の試験施工の例模擬床版の試験施工の例模擬床版の試験施工の例

左官工によるコテ仕上げの施工性確認左官工によるコテ仕上げの施工性確認左官工によるコテ仕上げの施工性確認左官工によるコテ仕上げの施工性確認



模擬床版の試験施工の例模擬床版の試験施工の例模擬床版の試験施工の例模擬床版の試験施工の例

平坦性確保のための新工法の適用試験平坦性確保のための新工法の適用試験平坦性確保のための新工法の適用試験平坦性確保のための新工法の適用試験

排水桝下部のコンクリート充填試験排水桝下部のコンクリート充填試験排水桝下部のコンクリート充填試験排水桝下部のコンクリート充填試験

排水桝の下部を木製型枠で模して試験施工を実施排水桝の下部を木製型枠で模して試験施工を実施排水桝の下部を木製型枠で模して試験施工を実施排水桝の下部を木製型枠で模して試験施工を実施



模擬排水桝の取り付け状況模擬排水桝の取り付け状況模擬排水桝の取り付け状況模擬排水桝の取り付け状況

通常バイブレータ通常バイブレータ通常バイブレータ通常バイブレータ

空気は抜けていない空気は抜けていない空気は抜けていない空気は抜けていない

スパイラルバイブレータスパイラルバイブレータスパイラルバイブレータスパイラルバイブレータ

気泡が大きくなっている気泡が大きくなっている気泡が大きくなっている気泡が大きくなっている

決定版の対策がない。排水枡下の気泡を物理的に除去する方法が有力か？決定版の対策がない。排水枡下の気泡を物理的に除去する方法が有力か？決定版の対策がない。排水枡下の気泡を物理的に除去する方法が有力か？決定版の対策がない。排水枡下の気泡を物理的に除去する方法が有力か？



排水枡下の気泡除去排水枡下の気泡除去排水枡下の気泡除去排水枡下の気泡除去

排水枡下にあらかじめビニールヒモを仕込んでおき、排水枡下にあらかじめビニールヒモを仕込んでおき、排水枡下にあらかじめビニールヒモを仕込んでおき、排水枡下にあらかじめビニールヒモを仕込んでおき、

締固め後排水枡下の気泡をビニールヒモでかき出締固め後排水枡下の気泡をビニールヒモでかき出締固め後排水枡下の気泡をビニールヒモでかき出締固め後排水枡下の気泡をビニールヒモでかき出す

振動圧入法振動圧入法振動圧入法振動圧入法 軽便パンチ軽便パンチ軽便パンチ軽便パンチ 気泡除去棒気泡除去棒気泡除去棒気泡除去棒



振動圧入法振動圧入法振動圧入法振動圧入法 軽便パンチ軽便パンチ軽便パンチ軽便パンチ 気泡除去棒気泡除去棒気泡除去棒気泡除去棒

テーパー部分の気泡が最も少ない気泡除去棒を採用テーパー部分の気泡が最も少ない気泡除去棒を採用テーパー部分の気泡が最も少ない気泡除去棒を採用テーパー部分の気泡が最も少ない気泡除去棒を採用

気泡除去棒による排水枡下の気泡除去気泡除去棒による排水枡下の気泡除去気泡除去棒による排水枡下の気泡除去気泡除去棒による排水枡下の気泡除去

平棒の先端にハエたたきをつけた気泡除去棒平棒の先端にハエたたきをつけた気泡除去棒平棒の先端にハエたたきをつけた気泡除去棒平棒の先端にハエたたきをつけた気泡除去棒



６．高耐久床版の実施工６．高耐久床版の実施工６．高耐久床版の実施工６．高耐久床版の実施工

フライアッシュ床版第１号橋（向定内橋）フライアッシュ床版第１号橋（向定内橋）フライアッシュ床版第１号橋（向定内橋）フライアッシュ床版第１号橋（向定内橋）



フライアッシュ床版第２号橋（大沢第３橋）フライアッシュ床版第２号橋（大沢第３橋）フライアッシュ床版第２号橋（大沢第３橋）フライアッシュ床版第２号橋（大沢第３橋）

高炉スラグ床版第１号橋（新気仙大橋）高炉スラグ床版第１号橋（新気仙大橋）高炉スラグ床版第１号橋（新気仙大橋）高炉スラグ床版第１号橋（新気仙大橋）



フライアッシュ床版第３号橋フライアッシュ床版第３号橋フライアッシュ床版第３号橋フライアッシュ床版第３号橋

浪板橋浪板橋浪板橋浪板橋 諸元諸元諸元諸元

2
2
0
0

1
2
5
0
0

1
3
0
0
0

浪板橋　L=38000

36700

37700
150 150

500 500

8000

8000

2500 3500 1500 3500 2500

515 13500 515

14530

500

2
2
0
0

4@3000=120001265 1265

橋長橋長橋長橋長 ３８．０ｍ３８．０ｍ３８．０ｍ３８．０ｍ

路面幅路面幅路面幅路面幅 １３．５ｍ１３．５ｍ１３．５ｍ１３．５ｍ

単純非合成鈑桁単純非合成鈑桁単純非合成鈑桁単純非合成鈑桁

浪板橋のフライアッシュ床版の配合浪板橋のフライアッシュ床版の配合浪板橋のフライアッシュ床版の配合浪板橋のフライアッシュ床版の配合

赤い部分赤い部分赤い部分赤い部分は防錆鋼材は防錆鋼材は防錆鋼材は防錆鋼材

凍害対策（現着４．５％～凍害対策（現着４．５％～凍害対策（現着４．５％～凍害対策（現着４．５％～６．６．６．６．９９９９％％％％確保）確保）確保）確保）

塩害対策（防錆鋼材の採用）塩害対策（防錆鋼材の採用）塩害対策（防錆鋼材の採用）塩害対策（防錆鋼材の採用）

ＡＳＲ対策（フライアッシュの混入）ＡＳＲ対策（フライアッシュの混入）ＡＳＲ対策（フライアッシュの混入）ＡＳＲ対策（フライアッシュの混入）

配 合 表 kg/㎥

セメント 混和材 水 細 骨 材 粗 骨 材 混 和 材

① ② ① ② ③ ① ② ③ ④ ① ② ③

272 20 62.5 152 825 - - 497 497 - - 2.13

水セメント比 55.9   % 水結合材比 42.9% 細骨材率 46.1%

混和材①膨張材混和材①膨張材混和材①膨張材混和材①膨張材 混和材②フライアッシュ混和材②フライアッシュ混和材②フライアッシュ混和材②フライアッシュⅡⅡⅡⅡ種種種種 混和材①混和材①混和材①混和材①AE減水剤減水剤減水剤減水剤



ＦＡ床版コンクリート用の施工状況把握チェックシートＦＡ床版コンクリート用の施工状況把握チェックシートＦＡ床版コンクリート用の施工状況把握チェックシートＦＡ床版コンクリート用の施工状況把握チェックシート

打重ね時間の偏りを緩和するため打設は片押し打重ね時間の偏りを緩和するため打設は片押し打重ね時間の偏りを緩和するため打設は片押し打重ね時間の偏りを緩和するため打設は片押し



足場の全景足場の全景足場の全景足場の全景

両側の足場は、打設が進むにつれて手前側に撤去してくる両側の足場は、打設が進むにつれて手前側に撤去してくる両側の足場は、打設が進むにつれて手前側に撤去してくる両側の足場は、打設が進むにつれて手前側に撤去してくる

足場板の下に保護マットを敷いて防錆鉄筋を保護足場板の下に保護マットを敷いて防錆鉄筋を保護足場板の下に保護マットを敷いて防錆鉄筋を保護足場板の下に保護マットを敷いて防錆鉄筋を保護



バイブレータ用の発電機は防錆鉄筋を傷つけないようにバイブレータ用の発電機は防錆鉄筋を傷つけないようにバイブレータ用の発電機は防錆鉄筋を傷つけないようにバイブレータ用の発電機は防錆鉄筋を傷つけないように

プラスチックカゴに入れて移動プラスチックカゴに入れて移動プラスチックカゴに入れて移動プラスチックカゴに入れて移動

被覆結束線がかぶり内に入らないように内側に折り曲げ被覆結束線がかぶり内に入らないように内側に折り曲げ被覆結束線がかぶり内に入らないように内側に折り曲げ被覆結束線がかぶり内に入らないように内側に折り曲げ



中央分離帯は鉄筋が曲がらないように桁に支持された足場を設置中央分離帯は鉄筋が曲がらないように桁に支持された足場を設置中央分離帯は鉄筋が曲がらないように桁に支持された足場を設置中央分離帯は鉄筋が曲がらないように桁に支持された足場を設置

床版の仕上げ高さを示す目印床版の仕上げ高さを示す目印床版の仕上げ高さを示す目印床版の仕上げ高さを示す目印

打設後鋼材がかぶり内に残らないように撤去打設後鋼材がかぶり内に残らないように撤去打設後鋼材がかぶり内に残らないように撤去打設後鋼材がかぶり内に残らないように撤去



各自の役割分担をボードに明記各自の役割分担をボードに明記各自の役割分担をボードに明記各自の役割分担をボードに明記

先送りモルタルの実施状況先送りモルタルの実施状況先送りモルタルの実施状況先送りモルタルの実施状況



生コン車２台付けで圧送生コン車２台付けで圧送生コン車２台付けで圧送生コン車２台付けで圧送

作業員の役割の明確化作業員の役割の明確化作業員の役割の明確化作業員の役割の明確化

（橙色打込み締固め、黄緑左官工）（橙色打込み締固め、黄緑左官工）（橙色打込み締固め、黄緑左官工）（橙色打込み締固め、黄緑左官工）

ベストの後ろに役割と名前を明示ベストの後ろに役割と名前を明示ベストの後ろに役割と名前を明示ベストの後ろに役割と名前を明示



受け入れ検査での品質（２４－１２－２０ＮＦ受け入れ検査での品質（２４－１２－２０ＮＦ受け入れ検査での品質（２４－１２－２０ＮＦ受け入れ検査での品質（２４－１２－２０ＮＦaaaaＥＥＥＥxxxx））））

品質品質品質品質は安定しているは安定しているは安定しているは安定している

スランプ（スランプ（スランプ（スランプ（cm) 空気量（％）空気量（％）空気量（％）空気量（％） コンクリート温度（コンクリート温度（コンクリート温度（コンクリート温度（℃℃℃℃）））） 外気温（外気温（外気温（外気温（℃℃℃℃））））

１台目 １２．０ ５．０ ２１．０ １４．０

２台目 １２．０ ５．０ ２１．０ １７．０

３台目 １２．５ ５．６ ２２．０ １７．０

４台目 １３．５ ５．９ ２２．０ １７．０

５台目 １２．５ ５．７ ２２．０ １９．０

６台目 １２．５ ５．９ ２３．０ １９．０

７台目 １３．５ ６．０ ２３．０ １９．０

８台目 １２．５ ６．０ ２３．０ １９．０

９台目 １３．０ ６．０ ２３．０ １９．０

１０台目 １３．５ ６．２ ２３．０ ２０．０

目標スランプ目標スランプ目標スランプ目標スランプ １２．０１２．０１２．０１２．０±±±±２．５２．５２．５２．５cm 実績スランプ実績スランプ実績スランプ実績スランプ １２．０～１３．５１２．０～１３．５１２．０～１３．５１２．０～１３．５cm

目標空気量目標空気量目標空気量目標空気量 ４．５～６．９％４．５～６．９％４．５～６．９％４．５～６．９％ 実績空気量実績空気量実績空気量実績空気量 ５．０～６．２％５．０～６．２％５．０～６．２％５．０～６．２％

壁高欄に打重ね時間の管理用ボードを設置壁高欄に打重ね時間の管理用ボードを設置壁高欄に打重ね時間の管理用ボードを設置壁高欄に打重ね時間の管理用ボードを設置



バイブレータの挿入位置を示すピンクの目印バイブレータの挿入位置を示すピンクの目印バイブレータの挿入位置を示すピンクの目印バイブレータの挿入位置を示すピンクの目印

ロープにバイブレータの挿入位置を明示ロープにバイブレータの挿入位置を明示ロープにバイブレータの挿入位置を明示ロープにバイブレータの挿入位置を明示

ロープをもっている人ロープをもっている人ロープをもっている人ロープをもっている人 締固め時間８秒を管理する人締固め時間８秒を管理する人締固め時間８秒を管理する人締固め時間８秒を管理する人

ロープ上のバイブレータの挿入位置の目印ロープ上のバイブレータの挿入位置の目印ロープ上のバイブレータの挿入位置の目印ロープ上のバイブレータの挿入位置の目印



床版の打込み・締固め状況床版の打込み・締固め状況床版の打込み・締固め状況床版の打込み・締固め状況

打込み 床版厚の荒仕上げ床版厚の荒仕上げ床版厚の荒仕上げ床版厚の荒仕上げ 締固め締固め締固め締固め

締固めが終わった部分から床版厚の一次仕上げを始める締固めが終わった部分から床版厚の一次仕上げを始める締固めが終わった部分から床版厚の一次仕上げを始める締固めが終わった部分から床版厚の一次仕上げを始める



締固め後の床版厚の一次仕上げ締固め後の床版厚の一次仕上げ締固め後の床版厚の一次仕上げ締固め後の床版厚の一次仕上げ

打込み直前の散水状況打込み直前の散水状況打込み直前の散水状況打込み直前の散水状況

散水は朝打設前に行っているが、日中乾いてくるので、打設直前に鉄筋がぬれる程度に再び散水散水は朝打設前に行っているが、日中乾いてくるので、打設直前に鉄筋がぬれる程度に再び散水散水は朝打設前に行っているが、日中乾いてくるので、打設直前に鉄筋がぬれる程度に再び散水散水は朝打設前に行っているが、日中乾いてくるので、打設直前に鉄筋がぬれる程度に再び散水



円盤による押さえ円盤による押さえ円盤による押さえ円盤による押さえ

サーファーによるタンピングサーファーによるタンピングサーファーによるタンピングサーファーによるタンピング



ハンドマンによる最終仕上げハンドマンによる最終仕上げハンドマンによる最終仕上げハンドマンによる最終仕上げ

湿潤養生マットの敷設湿潤養生マットの敷設湿潤養生マットの敷設湿潤養生マットの敷設



湿潤養生マット敷設完了湿潤養生マット敷設完了湿潤養生マット敷設完了湿潤養生マット敷設完了

床版上面湿潤養生マットによる３ヶ月養生。型枠脱型７日。床版下面封緘養生３ヶ月。床版上面湿潤養生マットによる３ヶ月養生。型枠脱型７日。床版下面封緘養生３ヶ月。床版上面湿潤養生マットによる３ヶ月養生。型枠脱型７日。床版下面封緘養生３ヶ月。床版上面湿潤養生マットによる３ヶ月養生。型枠脱型７日。床版下面封緘養生３ヶ月。

床版打込み作業の時間経過床版打込み作業の時間経過床版打込み作業の時間経過床版打込み作業の時間経過

打込み締固め開始打込み締固め開始打込み締固め開始打込み締固め開始 ７：００７：００７：００７：００

円盤及びサーファー開始円盤及びサーファー開始円盤及びサーファー開始円盤及びサーファー開始 １０：００１０：００１０：００１０：００

打込み締固め完了打込み締固め完了打込み締固め完了打込み締固め完了 １３：３０１３：３０１３：３０１３：３０

円盤及びサーファー完了円盤及びサーファー完了円盤及びサーファー完了円盤及びサーファー完了 １４：００１４：００１４：００１４：００

ハンドマンによる最終仕上げ完了ハンドマンによる最終仕上げ完了ハンドマンによる最終仕上げ完了ハンドマンによる最終仕上げ完了 １５：３０１５：３０１５：３０１５：３０

湿潤養生マット敷設開始湿潤養生マット敷設開始湿潤養生マット敷設開始湿潤養生マット敷設開始 １７：００１７：００１７：００１７：００

湿潤養生マット敷設完了湿潤養生マット敷設完了湿潤養生マット敷設完了湿潤養生マット敷設完了 １９：３０１９：３０１９：３０１９：３０


